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論文内容の要旨

ヒャクニチソウの単離葉肉細胞の一次培養系は植物ホルモンの細胞レベルで、の作用を調べるのに適

した，均一な細胞集団からなる単細胞実験系であるO 私はこの系を用いて，細胞増殖におけるジベレリ

ンの作用，および管状要素への分化におけるブラシノステロイドの役割の二点について研究した。

ジベレリンは不定根形成を阻害するが，これはジベレリンの細胞分裂阻害作用によるものとされてい

る O ジベレリンの細胞分裂阻害機構を調べるために，ジベレリンを単離葉肉細胞の培養系に与えて細胞

分裂およびDNA合成に対する影響を調べた。その結果，ジベレリンは細胞周期を外れていた細胞がD

NA合成を再開する過程を阻害することがわかった。そこで，細胞周期を再開する過程においてその機

能あるいは活性が変化すると考えられる蛋白質(チューブリンと DNAポリメラーゼ)に対するジベレ

リンの影響を調べた。分裂装置の主要構成成分であるチュープリンは，葉肉細胞のDNA合成再開に伴っ

て増加すること，またDNA合成の開始がチュープリン量の増加の必要条件であることがわかった。し

かしジベレリンはチュープリンの増加に影響せず、 DNA合成の開始を抑えるものではないことが示さ

れた。単離直後の葉肉細胞にはDNAポリメラーゼの活性はほとんどないが，やはり DNA合成再開に

伴い増加する。ジベレリンは α様DNAポリメラーゼの措抗阻害物質の生成を誘導することにより，こ

の増加を抑える結果， DNA合成を抑えることがわかった。

ヒャクニチソウ単離葉肉細胞はオーキシンとサイトカイニンによって管状要素(道管あるいは仮道管

細胞)に高頻度で同調的に分化する O 私はこの分化誘導が植物媛化剤ユニコナゾールにより阻害される

こと，またこの阻害はブラシノステロイドの添加により回復することを見いだした。ユニコナゾールと

ブラシノステロイドが効果を示す時期を調べた結果から，分化が起こるためには内生のブラシノステロ
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イド量の増加が必要であり，ユニコナゾールはこれを阻害するため分化を抑えるという可能性が示唆さ

れた。そこで私はユニコナゾールを加えずに培養した細胞の抽出液中にユニコナゾールによる分化の阻

害を打ち消す物質があることを確かめ また培養中に内生ブラシノステロイド量が増加することを示し

た。これらの結果によりブラシノステロイドは内生の調節因子として管状要素分化の誘導に関与してい

ることが明らかになった。

論文審査の結果の要旨

岩崎俊介君はヒャクニチソウの葉から単離した葉肉細胞を用いて細胞分裂に対する植物ホルモンの

働きについて研究を行い ジベレリンは細胞分裂を阻害するがその阻害は分裂を停止していた細胞が

分裂を再開する際の分裂に限られており，分裂を再開したあとの分裂は阻害しないこと，この阻害はジ

ベレリンがDNA合成を阻害することによってもたらされ， DNA合成の阻害はジベレリンがDNA合

成酵素の活性上昇を抑制することと DNA合成酵素を阻害する因子の生成を誘導することによること

を明らかにしました。

岩崎君は，また，同じヒャクニチソウの単離葉肉細胞を用い管状要素(道管・仮道管細胞)分化に

対する植物ホルモンの働きについての研究も行い分化の過程でブラシノステロイドが合成されている

こと，ブラシノステロイドの合成を阻害すると，管状要素の分化はおさえられるが，ブラシノステロイ

ド合成を阻害しておいても，外からブラシノステロイドを与えることにより分化を誘導させることが出

来ることを見出し，ブラシノステロイドが管状要素分化に必須な植物ホルモンであることを明らかにし

ました。

以上の研究は，植物ホルモン研究，植物の細胞分化の研究に多大な貢献をなすものであり，理学博士

の学位論文として十分価値あるものと認める O
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